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『政策のための科学』の発展にむけて
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第1回科学技術イノベーション政策のための科学オープンフォーラム
「エビデンスから考える未来社会への戦略とシナリオ」
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→Policy-based evidence making、Policy-based evidence gatheringから、
Evidenced-based policy、少なくともEvidenced-informed policyへ



科学政策とイノベーションの科学に対する１０の問い

Theme 1: Understanding Science and Innovation

Q.1; What are the behavioral foundations of innovation?

Q.2; What explains technology development, adoption and diffusion?

Q.3; How and why do communities of science and innovation form and evolve?

Theme 2: Investing in Science and Innovation

Q.4; What is the value of the nation’s public investment in science?

Q.5; Is it possible to “predict discovery”?

Q.6; Is it possible to describe the impact of discovery on innovation?

Q.7; What are the determinants of investment effectiveness?

Theme 3: Using the Science of Science Policy to Address National Priorities

Q.8 What impact does science have on innovation and competitiveness?

Q.9; How competitive is the U.S. scientific workforce?

Q.10; What is the relative importance of different policy instruments in science policy?



「科学政策とイノベーションの科学」のための指標



「科学政策とイノベーションの科学」のための手法



『政策のための科学』の発展にむけて

投資
•プロジェクト
•プログラム
•ポートフォリオ
•組織
•システム

アウトプットII
•データ
•論文
•特許
•報告書
•書籍

アウトプットI
•アイデア
•知識
•人財
•ネットワーク

価値
•利益
•効用
•厚生
•生活の質
•持続可能性

アウトカム
•イノベーション
•製品
•サービス
•プロセス
•アクティビティ

マクロな分析

ミクロな分析

公
的
投
資

間
接
的

直
接
的

 Data
Open Data
 Linked Data

１．データ  Semantics
 Syntax
 Schema
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論文、特許、その他のテキストを自然言語処理、ネットワーク分析やクラスタリングを
用いて分析するためのユーザーインターフェースおよび分析システム

http://academic-landscape.com/

２．手法の研究開発⇒ツール化



科学技術イノベーションの実現に向けて検討すべき事項
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戦略を評価

影響を考慮

時間未来将来

技術動向
産業動向
社会動向
国際情勢
環境変化
政策・制度

分析

観察

設計

戦略立案

戦略評価

意思決定

実施

現在過去

R&D戦略
事業戦略
ビジネスモデル
エコシステム
政策・制度

研究開発課題
要素技術
製品・サービス
システム

ビジョン

経済、社会、環境への影響
実現可能性、実装可能性、収益性

ミッション

課題の構造化

手段の構造化

包括的・客観的な評価知識の構造化

• 産業や技術の情報・知識
• 技術経営リテラシー
• データ分析スキル
• 論理構築力
• 行動力・人間力

３．知的プロフェッショナル人材



CI担当者

③情報・知識収集

④分析

⑤知識提供

②インテリジェンス要求

CIユーザー

①知覚・予感

①獲得
認識・入手

②同化
分析・理解

③転化
内部知識
との融合

④活用
政策立案

Intelligent Circle Absorptive Capacity
(Cohen & Levinthal 1990, Zahara 2002)(Herring 2001)

・多面的にデータ・情報を収集し、多角的に分析を加えるアナリストスタッフ
・課題を構造化し、新たな解決策を設計するポリシーデザイナー
・本質を見抜く洞察力・論理力を備え、多様な文脈を考慮し、適切な判断を下す意思決定者

エビデンスを政策で活用するために

４．政策過程の再設計



５．エビデンスとして活用するための科学

データ分析やシミュレーション等のエビデンスを作る科学に比べて、
エビデンスとして活用する知見や仕組み、科学が不足しているのでは？

→政策のための科学の最大限活用のためには、政策過程や政策決定における
エビデンスに対する本質的な理解や、科学としての体系化が必要不可欠

収集

作成

活用

継承 エビデンス

②エビデンスプロセスの分析

主観的判断・戦略
行動や戦略に対す

る読み

他国の政策・施
策・動向

客観的事実・
データ・
分析結果

上位の政策・施
策・動向

①エビデンスの再定義

③エビデンスフレームワークの構築

SciREX研究開発プログラム第II期「政策過程におけるエビデンス記述・解釈に関する調査研究」


